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だ
れ
が
法
律
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
う
か
。
す
な
わ
ち
、
法
律
は

す
べ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
遵
守
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
法

律
の
普
遍
的
命
令
を
よ
り
以
上
に
知
っ
て
、
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
避
け
、

(
国
)

許
さ
れ
た
こ
と
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

(U-H-E・
由
に
あ

る
よ
う
に
。
と
い
う
の
も
、
使
徒
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
心
を
こ
め
て

卓
越
せ
る
者

(
U
E
R巾
-
Zロ
印
)
と
し
て
の
元
首
に
、
神
の
使
者
と
し
て
の

(
幻
)

大
公
(
皆
同
)
に
服
従
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
至
福
者
ア

(
切
)

ウ
グ

l
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
も
り
・
∞

n-H
で
、
ま
た
ウ
ル
パ

1
ヌ
ス
も
り
・
宰

n-

一六

-

6
万
)

I
 

l
 

--J 

浩

∞
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
皇
帝
で
あ
れ
、
そ
の
後
継
者
に
命

令
す
る

2
3匂
R
R巾
)
こ
と
は
で
き
ず
、
法
律
を
遵
守
せ
よ
と
説
得
し
、

そ
し
て
説
得
の
た
め
に
次
の
こ
と
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
元
首
の
権
威
は
法
律
、
つ
ま
り
皇
帝
法
に
依
存
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
こ
の
法
律
に
よ
り
人
民
は
全
支
配
権
を
元
首
に
移
転
し
た
の
だ

か
ら
、
元
首
自
身
も
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
で
法
律
に
報
い
る
べ
き
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。
加
え
て
、
皇
帝
は
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
推
奨
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
遵
守
そ
の
も
の
は
心
の
徳
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
り
、
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他
方
支
配
権
を
も
つ
こ
と
は
運
命
に
由
来
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、

資

運
命
が
欲
す
る
な
ら
、
汝
は
雄
弁
家
か
ら
執
政
官
に
な
り
、

閉
じ
運
命
が
欲
す
る
な
ら
、
汝
は
執
政
官
か
ら
雄
弁
家
に
な
る
。

同
じ
く
例
を
付
け
加
え
る
の
が
、
皇
帝
が
、
「
本
告
示
を
発
布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
朕
に
許
さ
れ
る
こ
と
が
朕
に
と
っ
て
堪
え
難
い
事
柄
を
他
の
者
た

ち
に
示
す
」
と
述
べ
る
場
合
で
あ
る
。
ハ
い

rz-品
お
よ
び
ロ
-
h
F

・∞
-
h
F

に
あ
る

よ
〉
つ
に
。

法
律
を
遵
守
し
な
い
者
の
罰
は
な
に
か
。
た
し
か
に
、
〔
遵
守
さ
る

べ
き
〕
法
律
が
法
全
体
に
広
く
散
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
す
べ
て
個

別
的
に
列
挙
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
本
章
で
は
、
法
(
宮
印
)

か
ら
そ
の
効
力
を
受
け
取
る
も
の
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
般
的
罰
が
列

(
位
)

挙
さ
れ
て
い
る
。
ゎ
・
同
区
切
に
あ
る
よ
う
に
。
し
た
が
っ
て
、
違
法
行
為

(
ヨ
同
庁
内
庁
2
5
)
を
根
拠
に
し
て
異
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
違
法
行
為
は
、
約
定
、
判
決
、
遺
書
と
は
違
っ
て
、
法
か
ら
効
果
を

引
き
出
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
為
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
が
、
為
さ
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
は
無
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

も
の
を
根
拠
に
し
て
、
異
論
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
は
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
許
容
さ
れ
な
い
も
の
と

い
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
彼
ら
〔
選
守
し
な
い
者
た

一
七

ち
〕
に
有
利
に
と
れ
ば
、
こ
れ
は
法
律
の
外
に
あ
る

S
3
2
R
F
m巾
ヨ
)

の
で
あ
っ
て
、
法
律
に
反
す
る
(
円
。
三

E-mm巾
一
日
)
の
で
は
な
い
。
余
が

他
人
の
た
め
に
罰
金
つ
き
で
要
約
し
た
場
合
の
問
答
契
約
に
つ
い
て
述
べ

(

臼

)

(

臼

)

た
よ
う
に
。
同
様
に
、
ゎ
・
印
・
品
・
∞
や
わ
・
戸
田
の
よ
う
に
後
に
追
完
(no
丘
町
'

B
R巾
)
さ
れ
る
も
の
を
根
拠
に
し
て
異
論
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
追

完
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
着
手
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
抗

弁
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
も
の
を
根
拠
に
し
て
も
異
論
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
と
え
ば
、
婦
女
の
加
入
、
マ
ケ
ド
ニ
ア

l
ヌ
ム
元
老
院
議
決

に
反
す
る
金
銭
貸
与
、
脅
迫
な
い
し
詐
欺
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
為
さ
れ

た
問
答
契
約
の
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
、
あ
た
か
も
法
に
よ
り

当
然
に
(
苛

8
2
2
)
無
効
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

の
だ
か
ら
。
:
・
に
あ
る
よ
う
に

o
u・
s-ロ-

H
H
N

は
他
の
事
案
に
つ
い
て

の
も
の
。
同
様
に
、
自
由
人
の
売
却
を
根
拠
に
異
論
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ

は
〔
自
由
人
と
〕
知
ら
ず
に
契
約
す
る
者
た
ち
の
聞
で
は
拘
束
力
を
も
っ

(
釘
}

か
ら
で
あ
る
0
0
・
z-与
に
あ
る
よ
う
に
。
し
か
し
、
確
か
に
(
イ
ル
ネ
リ

ウ
ス
が
い
う
よ
う
に
て
こ
こ
に
は
禁
止
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
両
当
事
者
と
も
違
反
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
売
却
さ
れ
た
物
に
関
し

て
影
響
す
る
も
の
と
し
て
は
売
却
は
効
力
を
も
た
な
い
が
、
売
却
す
る
者

に
関
し
て
効
力
を
も
つ
の
だ
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
さ
ら
に
、
問
題
と
し
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て
い
る
こ
と
〔
行
為
〕
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
結
果
が
異
論
と
し

て
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
効
な
契
約
に
よ
り
所
有
権
が
移
転
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
類
似
の
事
案
で
、
引
渡
し
が
為
さ
れ
れ
ば
、
占

(
随
)

有
者
に
よ
り
有
利
な
条
件
が
あ
る
と
い
う
論
拠
も
あ
る
。
。
・
品
・
ω・
吋
お
よ
び

(ω} 

。・晶、
-
N

に
あ
る
よ
う
に
。
し
か
し
、
確
か
に
、
訴
権
を
も
っ
者
が
そ
の
物

(
河
)

を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

o・g-ロ・
5
に
あ
る
よ
う
に
。
か
く
し
て
、
円
ム
-

N
N
に
対
す
る
私
の
答
え
は
、
国
庫
が
再
請
求
す
べ
し
と
い
う
こ
と
で
あ

(π) 

る
。
ロ
・
怠

-E・
由
に
あ
る
よ
う
に
。
同
様
に
、
貸
与
者
か
ら
家
子
が
金
銭
の

貸
与
を
受
け
た
場
合
に
は
所
有
権
が
子
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠

に
異
論
が
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
な
る
の
は
、
貸
主
が
与
え
る
こ
と

で
違
法
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
子
は
受
け
取
る

こ
と
で
違
法
を
行
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
問
題
と
し
て

い
る
こ
と
〔
行
為
〕
に
つ
い
て
、
そ
の
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
異
論
と

(η) 

し
て
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
・
印
・
戸
・
由
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
あ
る
人
々
の
答
え
は
、
二
五
才
未
満
者
の
土
地
の
譲
渡
は
常
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
(
認
め
ら
れ
る
場
合
、
た
と
え
ば
他
人
に
対

す
る
負
債
の
た
め
に
譲
渡
す
る
場
合
、
も
あ
る
の
だ
か
ら
)
の
に
対
し
、

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
常
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
確
か
に
、
こ
の
法
律
〔
わ

-H-E・
日
〕
が
常
に
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
適
用
が
あ
る
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
法
律
は

適
用
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
が
一
般

的
な
も
の
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
以
上
。
な
ぜ
な
ら
、
例
外
を
認
め
な

い
一
般
的
な
も
の
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る

ou・
s-口
・
呂

(

η

)

(

η

)

 

N

に
あ
る
よ
う
に
。
し
た
が
っ
て
、
〔
ゎ
・
日
・

2
b
に
つ
い
て
〕
い
う
べ
き
は
、

二
五
才
未
満
者
の
物
の
譲
渡
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
の
者
を
害

し
て
何
か
が
な
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
他
方
、
後
見
人
が
義
務
を
負
っ

た
り
、
あ
る
い
は
彼
の
物
が
義
務
の
対
象
と
な
っ
て
も
、
二
五
才
未
満
者

は
害
さ
れ
な
い
。
同
じ
よ
う
な
田
異
論
と
応
答
は
、
ロ
・
品
・
∞
・

8
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
以
上
す
べ
て
の
異
論
を

避
け
た
い
と
思
う
者
が
い
た
ら
、
そ
の
者
は
、

n-H-E・
印
の
適
用
が
あ
る
の

は
、
法
律
が
単
純
に
禁
止
し
て
い
て
、
そ
れ
以
上
何
も
規
定
し
て
い
な
い

(
お
)

場
合
だ
け
だ
、
と
い
え
ば
よ
い
。
た
と
え
ば
、
ゎ
-
H

・M-ω

の
よ
う
に
。
と
こ

ろ
で
、
そ
れ
以
上
何
か
を
規
定
す
る
と
は
、
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
つ
き
効
力
を
失
わ
せ
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、
禁
止
さ
れ
た
こ

と
の
効
力
を
事
後
に
認
め
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
抗
弁
に
よ
り
無
効
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
の
特
別
な
無
効
が
留
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

禁
止
に
お
い
て
特
別
の
定
め
が
留
保
さ
れ
よ
う
が
、
こ
れ
は
一
般
的
な
も

(河
)

(

η

)

の
で
は
な
い
。
ロ
ム
何
回
・
ロ
旬
、
お
よ
び
、

UAFm-N由・
ω、
お
よ
び
、
ロ
ム
∞
・

5
・

(
市
)

色
の
よ
う
に
。
ま
た
、
同
法
文
〔
h
-
H
・
区
切
〕
で
「
単
に
禁
止
し
た
場
合
で

(
乃
)

あ
っ
て
も

(
-
W
2
Eロ
Z
S
2
E
B℃
g
F
E
z
-
E
2
)
」
等
と
い
わ
れ
て
い

北法40(3・325)797
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16. Quis debeat obseruare leges， et quidem obseruandae 

sunt ab omnibus hominibus， vt vniuersi prescripto earum 

manifestius cognito， vel inhabita declinent， vel permissa 

sec:tentur. vt j. eo.1. leges sacratissimae. Nam， vt Apos-

tolus ait， Omnis anima sit subdita principi tanquam praecel-

lenti， et ducibus tanquam a Deo missis. et idem dicit beatus 

Aug. in illo scilicet. c. quo iure defendis villas， et Vrbanus in 

illo. c. cum ad verum ventum est. Imperator tamen vnus 

suc:cessori suo imperare non potest， sed suadere vt leges 

seruet， et suasionis causam proponere vt quia de lege， 

sci1icet regia， pendet authoritas principalis quia per eam 

populus transtulit omne imperium in principem， merito et 

ipse hoc retribuat legi， vt seruet eam. Adijcit etiam Imper-

ator commendationem obseruationis:quia ipsa obseruatio est 

de virtute animi， imperium autem habere est de fortuna 
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hominis， quae tenet inter ignorantes. vt ff. de contrahen. emp. 

1. et liberi. Sed certe (vt ait Irne.) hic est prohibitum， in quo 

delinquit vterque vel dicas， quod nec valet venditio in 

venditae， licet valeat quantum 

praeiudicium illius， qui vendit. Super eo autem， quod dictur， 

Ex eo， opponitur quia ex inutili contractu transfertur 

dominium. Item quia in pari causa， facta traditone， potior 

est conditio possidentis. vt ff. de dolo. 1. et eleganter. j. rn. et 

j. de condi. ob tur. cau.1. ij. sed certe， qui habet actionem， 

rem habere videtur. vt ff. de re. iu. 1. qui actionem. sic ad 1. ij. 

respondeo， quod repetat fiscus. vt ff. de iure fis. 1. Lucius. 

Item opponitur， quia foeneratore mutuante filiosa. dominium 

transit in filium : sed hoc est ideo， quia creditor deliquit in 

dando， filius vero non deliquit in accipiendo. Super eo 

autem， quod dicitur， Ob id， opponitur quod est j. de praedijs 

minorum. 1. et si is. Respondent quidam， quod alienatio 

praediorum minorum non est prohibita perpetuo (quia quan-

doque conceditur， puta ob aes alienum) hic autem loquitur in 

perpetuo prohibitiis. Sed certe si in prohibitis tantum per-

petuo locum habet lex ista， in paucissimis casibus haberet 

1. digna. et ff. de arbitris.1. nam magistratus. 17. Quae sit 

poena non obseruantium leges， et quidem singulariter omnes 

ad rel praeiudicium 

enumerare impossibile est， cum per totum corpus iuris leges 

sint diffusae:sed in hoc tit. enumerantur generales poenae 

statutae in ijs， quae suum habent vigorem de iure. vt j. eo.1. 

non dubium. et ideo non potest fieri oppositio de maleficijs : 

quia non sumunt effectum， de iure， vt pacta， vel sententiae， 

Nec potest opponi de eo， quod fieri non 

debet， factum tamen non fringitur quia illud non pro-

hibitum， sed potius non admissum， dicitur : vel secundum eos 

vel testamenta. 

diximus de 

Item 

non potest opponi de ijs， quae inutilia sunt per exceptionem : 

vt mulieris intercessio， mutui datio contra Macedonianum， 

stipulatio inita per metum， vel dolum : quia perinde habentur， 

ac si ipso iure inutilia essent. vt ff. de reg. iur.1. vel nihil est. 

alias. 1. nihil interest. Item opponitur de venditione liberi 

praeter legem est， non contra legem， vt 

stipulatione， quando stipulatus sum alteri sub poena. 

non potest opponi de ijs， quae confirmantur postea. vt j. de 

nup. 1. et si contra. et j. de contractibus iudicum. quia non 

sunt prohibita confirmari， sed inchoari， vt ita dixerim. 

Item 
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quodcunque. ~. si ita. 18. An autem liceat verba legis 

tantum offendere aliqualiter， et hic P. negauit licere， ar. eius， 

quod dicitur ff. qui et a qui. manumis. 1. prospexit. et de testa. 

mili. 1. quod constitutum. Sed ibi erant verba， et sententia， 

et ideo eam non licet offendere : sed si sola sint verba contra 

est. vt ff. de iure patr. 1. adigere. ~. quamuis. et ff. qui petant 

tu. 1. credendum. et pro hoc est illud generale， sensum， non 

uerba spectari. arg. de adi. leg.1. si quis. 9. conditio， et haec 

de legibus legum. Aliae autem rubricae tractant de legibus 

casuum， vel negotiorum cuiuslibet tamen legis virtus est 

imperare， vetare， permittere， et punire， ut ff. e. 1. legis virtus. 

普
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locum lex ista， quae ponitur vt generalis vix enim est 

aliquid generale， quod non patiatur exceptionem. vt ff. de re. 

iu. 1. omnis definitio. Dic ergo prohibitum esse res minorum 

alienari， et ne quid fiat in praeiudicium eorum : non autem 

praeiudicatur minori， licet tutor sit obligatus， vel eius res. 

Similiter opponitur et respondetur de eo， quod legitur in ff. 

de recept. arbit. 1. si pupillus. Vel si velit quis euitare omnes 

istas oppositiones， dicat 1. istam non dubium. habere locum 

tantum in eo casu， quando lex simpliciter prohibet， nec vltra 

progreditur. vt s. de sac. san. eccl. 1. nemo martyres. 

autem progrediatur vltra， vel prohibita fieri non infringendo， 

vel prohibita postea confirmando， vel cassando per exce. 

ptionem seruabitur illa specialis cassatio， et speciale 

statutum in prohibito， non hoc generale. vt ff. de ver. obl. 1 

doli clausula. et ex quib. cau. ma. 1. sed et si per pretorem. 

9. deinde adijcit. et de poenis.1. sanctio. Nec obstat quod 

dicitur j. ea.l.licet tantum etiam prohibuisset et c. quasi 

喜主

自民

Si 

* * * 
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国
民
が
よ
し
と
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め
た
も
の
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と
、
元
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し
と
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の
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た
る

法
律
と
が
、
同
一
の
効
力
を
も
っ
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

(
釘
)

る。

Azonis Summa in C.1.l4 (二・完)

(
二
)
し
か
し
、
慣
習
法
と
法
律
の
効
果
が
同
等
だ
と
い
う
こ
と
は
、
法

律
の
解
釈
に
つ
い
て
は
留
保
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
解
釈
に
つ

い
て
、
元
首
〔
立
法
者
と
考
え
ら
れ
る
〕
の
解
釈
に
対
し
て
は
、
審
判
人

は
従
う
義
務
を
負
う
が
(
ロ
叩
円
巾
印
印
釦
『
2
5
)
、
慣
習

(
n
8
2
2
E
O
)
の
解

釈
に
対
し
て
は
必
ず
し
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
一
明
ま

た
、
元
首
の
解
釈
は
、
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
慣
習
に
よ
る

解
釈
の
記
録
は
任
意
的
で
あ
針

F

ま
た
、
法
律
に
よ
り
訴
権
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
行
為
〔
な
い
し
紛
争
〕

(Rm♀
2
5
)
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
認
め

得
る
の
は
元
首
の
解
釈
だ
け
で
あ
る
。

(
日
)
本
稿
(
こ
注
目
参
照
。

(
訂
)
テ
キ
ス
ト
に
は
第
一
ペ
テ
ロ
書
第
二
章
お
よ
び
ロ

l
マ
書
第
一

三
章
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
全
く
同
じ
文
章
は
な
い
が
、

趣
旨
か
ら
す
れ
ば
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前

者
に
よ
り
似
た
文
章
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
(
一
三
節
以
下
)
。

(
日
)
巴
・
∞
n
-
H
あ
な
た
は
教
会
の
建
物
を
い
か
な
る
法
に
よ
っ
て
防

禦
す
る
か
、
神
法
に
よ
っ
て
か
、
人
法
に
よ
っ
て
か
。
我
々
は
神

法
を
聖
書
(
印
Q
苛

Z
E巾
島
三
口
同
巾
)
に
お
い
て
有
し
、
人
法
を
王

た
ち
の
法
律
に
お
い
て
有
す
る
。
各
人
が
そ
の
所
有
す
る

(U2・

m
E
R巾
)
も
の
を
所
有
す
る
の
は
、
ど
の
法
を
根
拠
に
し
て
か
。
人

法
に
よ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
な
ぜ
な
ら
、
神
法
に
よ
れ
ば
「
地

と
そ
こ
に
満
つ
る
も
の
は
主
の
も
の
」
(
詩
編
二
四
二
/
ヴ
ル
ガ

タ
二
三
・
二
な
の
だ
か
ら
。
神
は
貧
者
も
富
者
も
同
じ
塵
か
ら

作
ら
れ
た
し
、
貧
者
も
富
者
も
同
じ
地
の
上
に
生
か
し
て
く
だ
さ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
法
に
よ
り
い
う
の
で
あ
る
。
「
こ
の
建
物
は
私

の
も
の
だ
」
、
「
こ
の
家
は
私
の
も
の
だ
ヘ
「
こ
の
奴
隷
は
私
の
も

の
だ
へ
と
。
と
こ
ろ
で
、
人
法
と
は
皇
帝
た
ち
の
法
で
あ
る
。
な

ぜ
か
。
人
法
そ
の
も
の
を
こ
の
世
の
皇
帝
た
ち
と
王
た
ち
と
を
通

じ
て
神
は
人
類
に
下
し
給
う
の
だ
か
ら
。
同
様
に
。
ケ
皇
帝

の
法
を
廃
し
て
み
よ
。
そ
の
時
だ
れ
が
敢
え
て
い
お
う
か
。
「
こ
の

建
物
は
私
の
も
の
」
、
「
か
の
奴
隷
は
私
の
も
の
」
、
「
こ
の
家
は
私

の
も
の
」
、
と
。
と
こ
ろ
で
、
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
た
め
に
王

た
ち
の
法
を
作
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
方
は
、
あ
な
た
方

が
法
律
を
慈
し
む
(
間
同
ロ
己
完
巾
)
た
め
に
、
我
々
が
法
律
を
秘
密
に

す
る
こ
と
を
欲
す
る
だ
ろ
う
か
、
等
。
同
じ
く
。

N
-

法
律
は
、

皇
帝
た
ち
が
明
瞭
に
命
令
し
た
場
合
に
は
、
読
み
上
げ
ら
る
べ
き
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料

で
あ
り
、
ま
た
、
法
律
は
、
普
遍
教
会
の
交
わ
り
の
外
で
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
名
を
傍
称
す
る
者
た
ち
が
平
和
な
時
に
平
和
の
造
り
主

を
讃
え
る
こ
と
を
欲
し
な
い
し
、
ま
た
、
教
会
の
名
で
な
に
か
を

敢
え
て
所
有
す
る
こ
と
も
欲
し
な
い
。

ω
・
し
か
し
、
あ
な
た

方
は
い
う
、
「
我
々
と
皇
帝
と
が
ど
う
だ
と
い
う
の
だ
(
宮
正

ロ。
σ
2
2
-
B匂
巾

E
Z
E
)
」
、
と
。
し
か
し
、
す
で
に
私
が
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
こ
で
は
人
法
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
使

徒
も
王
た
ち
に
仕
え
る
こ
と
、
王
た
ち
を
誉
め
る
こ
と
を
欲
し
、

述
べ
た
、
「
あ
な
た
方
は
王
を
畏
み
な
さ
い
」
、
と
。
「
私
と
王
と
が

ど
う
だ
と
い
う
の
だ
」
と
い
お
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
あ
な
た
と
所
有
と
は
ど
う
だ
と
い
う
の
か
。
王
た
ち
の
法
に

よ
っ
て
所
有
物
は
所
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
い
っ

た
、
「
私
と
王
が
ど
う
だ
と
い
う
の
だ
」
、
と
。
そ
れ
な
ら
、
あ
な

た
の
所
有
物
と
い
お
う
と
し
て
も
な
ら
な
い
。
あ
な
た
は
所
有
物

が
所
有
さ
れ
る
根
拠
た
る
人
法
そ
の
も
の
を
放
棄
し
た
の
だ
か

p
り
。

資

(印

)
U
-
s
n
・
由
真
理
に
到
達
し
た
の
で
、
自
己
の
領
分
を
超
え
て
、

皇
帝
は
教
皇
職
権
利
を
奪
い
取
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
教
皇
も

皇
帝
の
名
を
纂
奪
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
一
の
者
、
す
な

わ
ち
神
と
人
々
と
の
中
保
者
、
人
の
子
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
が
両

権
力
の
職
務
を
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
行
為
と
別
々
の
地
位
に
割

り
振
っ
た
。
人
々
が
本
来
の
治
療
を
要
す
る

(
S
E片
宮
丘
町
)
惨

め
な
状
態
か
ら
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
人
間
の
倣
慢
さ
に

よ
っ
て
冥
界
で
後
戻
り
さ
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
欲
し
て
。
し
た

が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
る
皇
帝
た
ち
も
永
遠
の
命
の
た
め
に

は
教
皇
た
ち
を
必
要
と
し
、
教
皇
た
ち
も
世
俗
限
り
の
事
件
の
手

続
の
た
め
に
は
皇
帝
の
法
律
を
利
用
す
る
。
霊
的
行
為
が
肉
的
な

も
の
の
流
入
を
決
し
て
受
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
神
に
仕
え
る
も

の
が
世
俗
の
行
為
に
決
し
て
関
わ
り
あ
い
に
な
ら
ず
、
反
対
に
世

俗
の
行
為
に
関
わ
っ
た
者
が
神
の
事
柄
に
つ
い
て
主
宰
す
る
と
見

ら
れ
な
い
限
り
で
。

な
お
、
ア
ゾ
ー
は
こ
の
カ
ノ
ン
を
ウ
ル
パ

l
ヌ
ス
の
教
皇
令
と

し
て
引
用
す
る
が
、
実
際
に
は
ニ
コ
ラ
ウ
ス
一
世
の
も
の
で
あ
る
。

(
印
)
わ

-rz-十
自
ら
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
元
首
で
あ
る
こ
と
を
公
言

す
る
こ
と
は
、
支
配
者
の
尊
厳
に
相
応
し
い
命
令
で
あ
る
。
の
み

な
ら
ず
、
朕
の
権
威
は
法
の
権
威
に
依
存
し
て
い
る
。
実
際
、
支

配
に
と
っ
て
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
元
首
を
法
律
に
服
従
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
本
告
示
の
発
布
を
も
っ
て
、
朕
に
許
さ
れ
る
こ
と

が
朕
に
と
っ
て
堪
え
難
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

佐
伯
前
掲
邦
訳
(
二
十
)
(
注
目
)
二
三

O
頁
参
照
。
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Azonis Summa in C.1.l4 (二・完)

(
臼
)

。
・
品
・
∞
・
品
〔
仲
裁
を
引
受
げ
る
〕
政
務
官
が
〔
法
務
官
よ
り
〕
よ

り
上
位
な
い
し
同
等
の
命
令
権
を
も
っ
場
合
に
は
強
制
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
は
、
仲
裁
の
引
受
が
政
務
官
就
任
前
で

あ
ろ
う
と
在
職
中
で
あ
ろ
う
と
、
違
い
は
な
い
。
下
位
の
政
務
官

を
強
制
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

春
木
前
掲
書
(
注
M
)
五
一
九
頁
参
照
。

nH-E・
印
法
律
の
文
言
に
捕
わ
れ
て
、
法
律
の
趣
旨
に
反
す
る

こ
と
を
追
い
求
め
る
者
が
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
法
律
の
趣
旨

Z
E
R
E
-由
)
に
反
し

て
法
律
の
文
言
を
故
意
に
逆
手
に
と
っ
て
自
己
の
弁
明
に
用
い
る

者
も
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
罰
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
約
定
と
い
お
う
が
、
合
意
と
い
お
う
が
、
契
約
と
い
お
う
が
、

そ
の
締
結
を
法
律
が
禁
止
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
締
結
す
る
者

た
ち
の
聞
で
遵
守
さ
れ
る
の
を
見
る
の
を
、
朕
は
欲
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ケ
こ
の
こ
と
が
法
律
の
新
旧
あ
ら
ゆ
る
解
釈
に
も

押
し
及
ぽ
さ
れ
る
こ
と
を
、
朕
は
一
般
的
に
命
じ
、
し
た
が
っ
て
、

立
法
者
に
と
っ
て
は
な
さ
れ
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
を
禁
止
し
た
だ

け
で
十
分
で
あ
っ
て
も
、
法
律
の
趣
旨
か
ら
お
お
よ
そ
表
示
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
他
の
も
の
を
推
論
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
法
律
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

62 

が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
無
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
な

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
、
立

法
者
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
単
に
禁
止
し
た
だ
け
で
、
な
さ
れ
た
こ

と
が
無
効
に
な
る
と
特
に
述
べ
て
い
な
い
と
し
て
も
。
さ
ら
に
、

法
律
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
な
い
し
、

そ
の
た
め
に
、
さ
ら
に
遂
行
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
廃

さ
れ
無
効
と
な
る
、
と
朕
は
命
ず
る
。
戸
し
た
が
っ
て
、
上

記
の
準
則
、
す
な
わ
ち
、
行
為
を
禁
止
す
る
法
律
に
つ
い
て
守
ら

る
べ
し
と
朕
が
思
量
し
た
準
別
に
よ
れ
ば
、
確
か
な
こ
と
は
、
こ

の
種
の
問
答
契
約
は
拘
束
せ
ず
、
委
任
は
一
時
も
存
せ
ず
、
宣
誓

も
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
臼
)
わ
・
印
・
↑
∞
兵
士
が
元
首
た
ち
の
命
令
に
反
し
て
属
州
で
女
の
同

意
の
上
で
婚
姻
関
係
を
結
び
、
退
役
後
も
同
女
と
の
関
係
を
任
意

に
維
持
す
る
場
合
に
は
、
適
法
な
婚
姻

(-ES
ロ
ロ
℃
民
同
)
が
成
立

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
に
懐
妊
し
生
ま
れ
た
子
は
嫡
出
子

で
あ
る
と
、
こ
の
上
な
き
賢
慮
の
士
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
が
明
ら
か

北法40(3・331)803

に
し
て
い
る
。

(
臼
)

。・

H-g-H
こ
の
上
な
く
栄
え
あ
る
こ
の
首
都
で
行
政
(
包
・

5
宮
町
可
丘
一
。
)
を
行
な
う
者
は
、
だ
れ
で
あ
れ
、
た
し
か
に
、
彼

ら
に
こ
れ
を
許
す
旨
の
朕
の
神
聖
な
回
答
を
得
る
場
合
に
限
っ
て



で
は
あ
る
が
、
動
産
な
い
し
不
動
産
を
買
い
、
あ
る
い
は
家
を
建

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ケ
し
か
し
、
贈
与
は
絶
対
に
拒
絶
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
い
か
な
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ

れ
、
ま
た
い
か
な
る
価
額
で
あ
れ
、
贈
与
は
無
効
だ
と
い
う
こ
と

を
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
行
政
の
職
を
辞
し
た
後

で
、
あ
る
い
は
、
贈
与
者
が
文
書
で
特
定
し
て
当
該
贈
与
が
有
効

で
あ
る
と
確
認
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
贈
与
者
な
い
し
そ
の
相

続
人
が
当
該
贈
与
を
争
う
こ
と
な
く
五
年
が
経
過
す
る
場
合
、
に

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

N
-

さ
ら
に
、
属
州
総
督
に
は
、
贈
与

だ
け
で
な
く
、
衣
食
に
関
わ
る
も
の
お
よ
び
建
物
を
除
い
て
、
す

べ
て
の
動
産
不
動
産
の
売
買
を
、
朕
の
文
書
が
そ
の
内
の
あ
る
も

の
を
許
す
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
堅
く
禁
止
す
る
。
ま
た
、
総
督

た
ち
に
贈
与
な
い
し
売
却
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
は
、
有
効
と

な
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
、
総
督
が
退
職
し
て
五
年
が
経
過
し
、

あ
る
い
は
、
贈
与
者
な
い
し
売
主
の
同
意
が
総
督
退
職
後
に
付
加

さ
れ
る
と
し
て
も
。

ω
・
ま
た
、
以
上
の
こ
と
は
こ
の
者
た
ち

の
家
人
お
よ
び
補
佐
人
た
ち
に
も
押
し
及
ば
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
さ
ら
に
、
第
三
者
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
内

の
あ
る
行
為
を
行
な
お
う
と
す
る
者
は
危
険
な
し
で
は
す
ま
な
い

と
い
う
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

料資

品
・
以
上
の
こ
と
は
過
去
の

取
引
に
も
遡
及
す
る
も
の
と
裁
定
し
、
た
だ
和
解
な
い
し
判
決
に

よ
り
解
決
済
み
の
も
の
は
除
く
も
の
と
す
る
。

(
臼
)
同
町
・
門
ぽ

Em--ロ吋
-
F
4
巾ご
ME--
巾
え
が
ど
の
法
文
を
さ
す
か
、
ゎ

か
ら
な
か
っ
た
。
次
注
の

U
・g
-
H
N
H
H
N
に
付
さ
れ
た
標
準
注
釈

は
、
「
〔
違
い
が
な
い
〕
こ
れ
は
効
果
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
た

と
え
ば
り
・
品
・
ω
吋
・
∞
〔
抗
弁
に
よ
っ
て
訴
権
が
却
け
ら
れ
る
場
合
も

悪
意
訴
権
の
要
件
と
し
て
の
「
他
に
訴
権
が
な
い
場
合
」
に
あ
た

る
〕
を
挙
げ
よ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
汝
が
〔
不
訴
求
の
〕
約
定
の
抗
弁
を
有
し
て
い
て
、

余
と
汝
が
訴
求
が
許
さ
れ
る
旨
の
約
定
を
す
る
場
合
に
は
、
訴
権

は
有
効
で
あ
る
の
に
、
も
し
最
初
の
約
定
に
よ
り
法
に
よ
り
当
然

に
免
責
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
〔
そ
の
後
に
約
定
が
あ
っ
て

も
〕
訴
権
は
有
効
で
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
。
・
N
・Z
-
N
吋
-N
に
あ

る
よ
う
に
。
(
心
Z
O

白色巾片岡巾

n
E
5・
2
℃
C
ロ
巾
〈
仲
間
己
H
V

『白色
m
w
b
。--

F

巾
-5-町
向
田
口
一
百
円
・
叩
・
印
巾
吋
〈
ロ
印
匂
釦
円
巴
。
ロ
山
田
・
∞
町
内
同
町
白
]
]
一
昨
一

D
己
目
白
∞
-

Eσ
巾
田
町
凶
円
巾
匂
片
山
O
ロ巾

B
U同門昨日・

2
U
R
U
2
5
2
4斤
ロ

ng仲

間】巾門角川「叩
w

〈血]巾円一

A
C
O
円
山
口
。
ロ
〈
回
-
巾
吋
巾
門
印
日

-
U
由。山口『巾同己目的回目同

5
2
R
5
℃

R
U
R
E
B
Uユ
ヨ
ロ

B
一
〈
同
印
己
匂
吋
白
色
巾

-
U
R・戸回目

〈ロロ∞

-
P
E
2
5
ロ
タ
戸
山
・
田

a
-
a
m
J
R
E
B
)
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
。
・
N

・Z-M吋
-M
を
挙
げ
ら
れ

北法40(3・332)804
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(侃
)

U
・g
-
=
-
H
H
N

あ
る
人
が
法
に
よ
り
当
然
に
訴
権
を
も
た
な
い

か
、
抗
弁
に
よ
っ
て
無
カ
に
な
る
か
に
は
、
違
い
が
な
い
。

(町

)

U
・5
・H
・
品
自
由
人
、
神
聖
地
所
、
お
よ
び
宗
教
地
所
は
、
所
有

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
購
買
も
、
知
ら
ず
に
買
わ

れ
る
場
合
に
は
、
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

(伺

)
U
-
h
H
・ω・
叶
ポ
ン
ポ
!
ニ
ウ
ス
も
洗
練
さ
れ
た
感
覚
を
も
っ
て
こ

の
寸
他
に
訴
権
が
な
い
場
合
に
」
と
い
う
告
示
の
要
件
を
〔
巴
ふ
・
ω-

H
-
H

参
照
〕
説
明
し
て
、
事
柄
(
『
巾
凹
)
が
そ
れ
に
権
限
を
も
っ
者
に

と
っ
て
他
の
方
法
で
は
維
持
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
見
解
に
、
ユ

1
リ
ア

l
ヌ
ス
が
そ
の
著
第
四
巻
で
記

し
て
い
る
次
の
こ
と
は
反
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二

五
才
未
満
の
者
が
奴
隷
の
助
一
言
に
歎
か
れ
て
こ
の
奴
隷
を
特
有
財

産
付
き
で
売
却
し
、
買
主
が
こ
の
奴
隷
を
解
放
し
た
と
い
う
場
合

に
は
、
こ
の
被
解
放
者
に
対
す
る
悪
意
の
訴
権
が
売
主
に
与
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
り
(
な
ぜ
な
ら
、
買
主
は
悪
意
か
ら
免
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
購
買
を
原
因
と
し
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

我
々
は
解
す
か
ら
で
あ
る
て
あ
る
い
は
こ
の
場
合
に
詐
欺
に
よ
っ

て
売
却
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
売
却
は
無
効
で
あ
る
、
と
。
二
五

才
未
満
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り

原
状
回
復
は
な
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
被
解
放
者
に
対
し
て
は

原
状
回
復
の
適
用
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ア
ゾ
ー
が
こ
の
法
文
を
引
用
し
た
の
は
、
売
買
契
約
が
詐
欺
に

よ
り
無
効
に
な
っ
て
も
、
原
状
回
復
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
そ

の
限
り
で
、
被
解
放
者
(
占
有
者
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
)
が
売

主
よ
り
有
利
な
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
春
木
前
掲
書
(
注
M
)
四
二
四
頁
参
照
。

(
印
)
わ
・
品
・
吋
-
N

汝
は
、
破
廉
恥
な
原
因
の
た
め
に
こ
の
時
代
の
教
え
に

反
し
て
相
手
の
女
に
家
を
与
え
た
と
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
家
が
汝
に
返
還
さ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
占
有
者
に
よ
り
有
利
な
条
件
が

あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(叩
)

O
・g-ロ・
5
物
を
受
領
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
訴
権
を
も
っ

者
は
、
そ
の
物
自
体
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(口
)

U
・S
-
E・
由
ル
キ
ウ
ス
・
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
そ
の
妹
を
四
分
の

三
の
取
り
分
の
、
そ
の
妻
マ
エ
ヴ
ィ
ア
と
男
を
残
り
を
取
り
分
と

す
る
相
続
人
に
し
た
。
彼
の
遺
言
は
、
そ
の
作
成
後
に
子
が
生
ま

れ
た
た
め
に
無
効
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
こ
の
子
さ
ら
に
は
ル

キ
ウ
ス
・
テ
ィ
テ
イ
ウ
ス
自
身
が
死
亡
し
、
全
相
続
財
産
が
子
の

北法40(3・333)805



料

母
の
下
に
転
が
り
込
ん
だ
。
遺
言
者
の
妹
が
マ
エ
ヴ
ィ
ア
を
ル
キ

ウ
ス
・
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
毒
を
盛
っ
た
と
し
て
訴
え
た
。
妹
は
勝

訴
し
な
か
っ
た
の
で
、
上
訴
し
た
。
そ
の
う
ち
に
被
告
が
死
亡
し

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
審
判
人
の
判
決
報
告
書
が
提

出
さ
れ
た
。
余
は
問
う
、
汝
が
被
告
死
亡
後
も
取
得
さ
れ
た
相
続

財
産
に
つ
き
上
訴
の
審
理
が
開
始
さ
る
べ
き
と
考
え
る
か
ど
う

か
、
と
。
モ
デ
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
は
答
え
て
い
う
、
被
告
が
死
亡
し
、

犯
罪
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
と
証

明
で
き
る
も
の
の
追
求
権
(
宮
司
お

2
広
三
は
国
庫
に
属
し
う
る
、

と。

資

(η)
【

U

・
日
・
ロ
・
泊
二
五
才
未
満
者
の
農
村
の
土
地
(
℃

E
a
z
s

円
一

2
5
)
を
売
却
し
た
と
汝
が
確
言
す
る
者
が
、
保
佐
人
の
職
務
の

遂
行
と
し
て
こ
れ
を
行
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
売
却
は
神
皇
セ

ヴ
ェ
ー
ル
ス
の
宣
示

(OB巴
。
)
に
反
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
で
、
属
州
長
官
の
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
「
無
論
、
同
保
佐
人
が
〔
こ

の
土
地
の
〕
追
奪
の
危
険
の
た
め
に
自
分
自
身
の
物
か
ら
汝
に
対

し
負
担
し
た
質
物
を
、
汝
が
追
求
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な

円ロ凹・

(
泊
)

U
・S-見
-
M
C
M

あ
ら
ゆ
る
定
義
〔
準
則
〕
は
危
険
で
あ
る
。
そ
れ

に
反
す
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
れ
な
こ
と
な
の
だ

か
ら
。

(孔

)

U
・
品
・
∞
・
田
被
後
見
人
が
後
見
人
の
承
認
な
し
に
仲
裁
契
約
を
結

ん
だ
場
合
に
は
、
仲
裁
人
は
裁
定
を
下
す
べ
く
強
制
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
被
後
見
人
に
不
利
な
裁
定
が
く
だ
さ
れ
て

も
、
そ
の
罰
金
(
匂

og白
)
に
対
し
彼
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
、
保
証
人
を
出
し
て
い
た
場
合
は
こ
の
限
り
で

な
い
、
彼
に
対
し
罰
金
を
請
求
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ユ

l
リ
ア
l

ヌ
ス
も
同
意
見
で
あ
る
。

(万
)
(
U
-
H
-
N

・
ω
何
人
も
殉
教
者
を
売
却
し
て
は
な
ら
ず
、
何
人
も
購
入

し
で
は
な
ら
な
い
。

佐
伯
前
掲
邦
訳
(
五
)
『
法
律
論
叢
』
一
六
巻
一
号
こ
九
三
七

年
)
五
五
頁
参
照
。

(花

)

U
・8
・
E
E
悪
意
条
項
(
号
]
即

n
z
g
z
g
)
が
問
答
契
約
に
付

加
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
、
問
答
契
約
の
部
分
の
う
ち
、

そ
れ
に
つ
き
明
示
的
に
約
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
関
係

h
i
h

、40

+
山
M
B
ν

北法40(3・334)806

(η)
同)・品
-
m
M
m
・ω
次
い
で
、
法
務
官
は
「
か
つ
代
わ
っ
て
訴
訟
を
引
き

受
け
る
者
が
い
な
い
場
合
(
ロ

2
5
号

P
E巾
B
E『
)
」
と
付
け
加

え
る
。
こ
れ
は
、
上
記
の
す
べ
て
の
者
た
ち
に
関
す
る
が
、
た
だ
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し
、
不
在
中
に
何
か
を
使
用
取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
除
く
。
こ

の
者
に
つ
い
て
は
上
で
十
分
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
二
五
才
以
上
者
に
認
め
ら
れ
る
原
状
回
復
(
円

2
・

E
C巴
。
宮
古

g
m
E
S
)
に
関
す
る
告
示
の
文
言
の
注
釈
で
あ
る
。

告
示
中
に
は
、
「
同
じ
く
、
あ
る
者
が
何
か
を
使
用
に
よ
り
自
分
の

も
の
と
し
、
あ
る
い
は
、
不
使
用
に
よ
り
誰
か
が
失
っ
た
も
の
を

取
得
し
、
あ
る
い
は
何
か
あ
る
訴
権
か
ら
そ
の
訴
権
に
期
限
が
あ

る
た
め
に
解
放
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
れ
が
、
不
在
中
で
か
つ
代
わ
っ

て
訴
訟
を
引
き
受
け
る
者
が
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
監
禁

さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、
自
己
を
訴
え
こ
と
が
で
き
る
方
法

を
講
じ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
文
言
が
あ
り

(
0・

宇
田

--H)、
Naω

は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

春
木
前
掲
訳
書
(
注

M
)
四
八
九
頁
、
五

O
O頁
参
照
。

(河

)

U
・ぉ
-E-色
あ
る
法
律
の
命
ず
る
こ
と
に
従
わ
な
い
者
に
新
た

に
一
定
の
刑
罰
を
課
す
旨
を
定
め
た
法
律
規
定
は
、
そ
の
法
律
自

体
に
よ
り
特
に
罰
が
付
加
さ
れ
て
い
る
特
別
な
も
の
(
田
克
己
巾
凹
)

に
は
関
係
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
全
法
に
お
い
て
特
別
な

も
の
が
一
般
的
な
も
の
を
排
除
す
る
〔
限
定
す
る
〕
(
仏
巾

g
m国
詰
)

こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
ま
た
、
一
個
の
違
法
行
為
が
同
一
の
法
律

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
評
価
さ
れ
て
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、

も
ち
ろ
ん
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

(
河
)
わ

-H-E切
に
は
、
ア
ゾ

l
の
引
く

-
-
n
a
gロ
E
S
2
g
g
胃
oa

町一
σ
z
-
Z
2
と
い
う
文
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、

]
W
2
z
m
-己
巳
2

P
E
H
V円。
Eσ
ロ
巾
ユ
件
同
国
ロ
Z
S
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(剖

)

U
・S-H・
a-N
あ
る
者
が
、
「
余
の
死
後
に
余
の
娘
に
与
え
ら
れ

る
こ
と
を
〔
誓
約
す
る
か
ど
、
あ
る
い
は
、
「
余
の
娘
の
死
後
に
余

に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
〔
誓
約
す
る
か
ど
と
要
約
し
た
場
合
に
は
、

こ
の
問
答
契
約
は
有
効
に
結
ぼ
れ
た
。
し
か
し
、
前
の
場
合
に
は
、

娘
に
は
準
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
、
要
約
者
に
相
続
人
が
い
な
い
と

し
て
も
企
庁

2
F
R
g
巳
ロ
。
ロ
@
巳
忠
良
)
。

こ
の
法
文
に
も
丘
町
出
ヨ
と
い
う
語
は
な
い
。
「
要
約
者
に
相
続

人
が
い
な
い
と
し
て
も
」
と
い
う
認
容
文
か
ら
、
反
対
の
場
合
、

す
な
わ
ち
、
寸
要
約
者
に
相
続
人
が
い
る
」
場
合
に
も
、
同
じ
く
、

娘
に
準
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
場
合
は
、
相
続
人
に
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
認
容
文
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
こ
と
か
ら
、
「
も
ち
ろ
ん
」
解
釈
を
し
て
反
対
の
場
合
も
同
じ

と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
ア

ゾ
l
の
考
え
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、

R
E
B
と
い
う
語
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
]
一
円
巾
件

北法40(3・335)807



料

が
重
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
ア

ゾ
ー
が

2
E
B
と
い
う
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
然
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

で
は
、
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
お
く
し
か
な
い
。

(
飢
)
巴
・
品
。
・
∞
-
H
N

立
法
者
が
配
慮
し
た
の
は
、
奴
隷
が
解
放
に
よ
り
査

問

(
S
E
-
m色
。
)
を
免
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
解
放
さ
れ
る
の
を
禁
止
し
、
解
放
が

許
さ
れ
な
い
一
定
の
期
間
を
定
め
た
。
ケ
そ
れ
ゆ
え
、
離
婚

し
た
女
主
人
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
自
己
の
奴
隷

を
一
人
と
し
て
解
放
し
た
り
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
の
文
言
が
、
そ
の
婦
人
に
仕
え
て
い
た
の

で
な
く
、
田
舎
(
血
肉
巾
吋
)
あ
る
い
は
属
州
に
い
た
奴
隷
で
あ
っ
て

も
解
放
し
た
り
、
譲
渡
し
た
り
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
は
た
し
か
に
苛
酷
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
法
律
が

こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

N

・
さ
ら
に
、
婦
人

が
離
婚
の
後
に
奴
隷
を
購
入
し
、
あ
る
い
は
、
他
の
方
法
で
取
得

し
た
場
合
に
も
、
同
様
に
、
文
言
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
解
放
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
・
カ
エ
キ
リ
ウ
ス
も
、
こ
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ω
・
し
か
し
、
父
は
、
そ
の
権
力
内

に
娘
が
い
た
場
合
に
、
娘
の
用
に
供
さ
れ
た
奴
隷
に
つ
い
て
だ
け

資

解
放
な
い
し
譲
渡
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
?
娘
に
仕
え
る
よ

う
委
ね
た
奴
隷
を
母
が
解
放
な
い
し
譲
渡
す
る
こ
と
も
禁
じ
た
。

印
・
さ
ら
に
、
祖
父
お
よ
び
祖
母
が
解
放
す
る
こ
と
も
禁
じ
た
。

法
律
は
、
こ
れ
ら
の
者
た
ち
の
奴
隷
に
対
し
て
も
査
問
の
申
し
立

て
が
で
き
る
よ
う
に
と
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
。

AY
セ
ク
ス
ト
ゥ

ス
・
カ
エ
キ
リ
ウ
ス
が
正
当
に
も
述
べ
る
に
は
、
法
律
は
、
奴
隷

を
譲
渡
な
い
し
解
放
で
き
る
こ
の
上
な
く
短
い
期
聞
を
定
め
た
。

彼
は
い
う
、
姦
通
の
被
告
人
と
し
て
女
に
対
し
六

O
日
目
を
最
終

期
日
と
す
る
査
問
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
と
想
定
せ
よ
。
い
か

な
る
姦
通
の
審
理
が
六

O
日
目
に
終
結
す
る
ほ
ど
簡
単
に
処
理
さ

れ
え
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
婦
人
は
、
た
と
え
姦
通
に
よ
り
査

問
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
て
も
、
姦
通
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
い

る
、
な
い
し
、
査
聞
が
必
要
な
奴
隷
を
、
法
律
の
文
雪
一
ロ
に
関
す
る

か
ぎ
り
、
解
放
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
、
と
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
場
合
に
と
ら
れ
る
べ
き
救
済
策
は
、
通
謀
人

(gロ
帥
円
宮
田
)
な

い
し
有
罪
者
と
の
確
信
が
え
ら
れ
た
奴
隷
は
、
審
理
の
終
了
ま
で

解
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
?
婦
人

の
父
な
い
し
母
は
、
彼
ら
が
六

O
日
目
の
最
終
期
目
前
に
死
ぬ
場

合
、
娘
に
仕
え
る
べ
く
与
え
た
奴
隷
は
だ
れ
一
人
と
し
て
解
放
す

る
こ
と
も
、
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
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(但

)

U
・S
・-
N
H

勅
法
で
定
め
ら
れ
た
、
軍
役
中
に
作
成
し
た
遺
一
言
は

退
役
後
も
一
年
以
内
は
有
効
と
い
う
便
益
は
、
そ
の
文
言
の
か
ぎ

り
で
は
、
退
役
さ
せ
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
者
の
み
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
、
と
ユ

l
リ
ア
l
ヌ
ス
は
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
プ
ラ
エ
フ
ェ
ク
ト
ゥ
ス
〔
司
令
〕
や
ト
リ
プ

l
ヌ
ス
な
ど
は
、

後
任
を
迎
え
て
軍
役
を
〔
自
ら
〕
退
く
者
で
あ
り
、
こ
の
特
権
を

も
つ
べ
き
で
は
な
い
。

83 

U
・S
-
z
h
N
い
か
な
る
人
も
こ
の
法
律
の
例
外
と
さ
れ
て
い

な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
、
こ
の
法
律
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の

は
、
子
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
だ
と
い
う
こ
と
は
、
理
解

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
去
勢
さ
れ
た
被
解
放
者
に
〔
結

婚
し
な
い
、
な
い
し
、
子
を
も
う
け
な
い
と
い
う
宣
誓
を
〕
強
い

る
者
が
い
て
も
、
保
護
者
は
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

Azonis Summa in C.1.14 (ニ・完)

ア
エ
リ
ウ
ス
・
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
法
は
、
保
護
者
に
、
被
解
放
女

が
結
婚
し
な
い
、
な
い
し
、
子
を
も
う
け
な
い
と
い
う
宣
誓
を
強

い
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
(
ロ
・
ω吋

-E・
品
℃
こ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

解
釈
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

(制

)

0
・
呂
・
由
・
串
本
勅
法
〔
息
子
の
た
め
に
適
当
な
後
見
人
を
請
求
し

な
か
っ
た
場
合
、
な
い
し
、
前
任
の
後
見
人
が
免
除
ま
た
は
免
瓢

さ
れ
た
際
に
遅
滞
な
く
後
任
の
名
を
挙
げ
な
か
っ
た
場
合
は
、
母

は
息
子
が
無
遺
言
で
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の
財
産
を
取
り
戻
す

(〈

zawR巾
)
権
利
を
有
し
な
い
、
。
・
留
め
-
N
N
〕
に
は
以
下
の
母
も

含
ま
れ
る
と
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
父
に
よ
り
遺

言
な
い
し
小
書
付

(g仏
E-zm)
に
よ
っ
て
未
成
熟
者
た
る
怠
子

に
後
見
人
が
与
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
が
適
法
で
な
か
っ
た

と
い
う
場
合
に
、
そ
の
後
見
人
に
つ
き
判
決
に
よ
る
承
認

(g丘町目

ヨ
R
S
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
母
も
含
ま
れ
る
。
「
し
か
し
、

適
当
な
後
見
人
が
複
数
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人

が
死
亡
し
た
り
、
一
時
的
免
除
を
受
け
た
時
に
、
母
が
、
残
っ
た

後
見
人
の
数
は
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
十
分
だ
と
考
え
て
、
そ

の
代
わ
り
に
別
の
後
見
人
を
請
求
し
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
た

し
か
に
こ
の
母
は
本
勅
法
の
文
言
に
当
て
候
ま
る
が
、
し
か
し
、

勅
法
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
許
さ
れ
る
。
?
し
か
し
、
被
後
見

人
の
後
見
人
が
嫌
疑
を
受
け
て
訴
追
さ
れ
、
別
の
後
見
人
た
ち
が

加
え
ら
る
べ
き
旨
の
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
母
は
、
別
の

後
見
人
た
ち
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
請
求
し
な
け
れ
ば
、

本
勅
法
の
趣
旨
に
当
て
俵
ま
る
。

ω
・
と
こ
ろ
で
、
た
し
か
に
、

こ
の
母
が
無
遺
言
の
息
子
の
財
産
の
取
り
戻
し
を
し
て
も
、
却
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
夫
が
妻
に
息
子
か
ら
の
信
託
遺
贈
を
残
し
、

北法40(3・337)809



料

「
息
子
が
子
な
し
で
死
亡
し
た
ら
」
あ
る
い
は
「
息
子
が
遺
言
な
し

で
死
亡
し
た
な
ら
」
と
い
う
条
件
を
付
し
た
場
合
に
は
、
妻
が
息

子
の
た
め
に
後
見
人
を
請
求
し
な
い
と
し
て
も
、
信
託
遺
贈
の
請

求
は
、
別
の
訴
訟
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
効
と
さ
れ
て

い
な
い
。
品
・
ま
た
、
母
が
後
見
人
を
嫌
疑
後
見
人
と
し
な
か
っ

た
〔
訴
追
し
な
か
っ
た
〕
と
し
て
も
、
こ
の
母
は
、
勅
法
の
文
言

か
ら
も
趣
旨
か
ら
も
罰
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
種

の
〔
嫌
疑
後
見
人
と
な
る
〕
行
為
を
判
断
し
、
評
価
す
る
こ
と
は
、

男
の
精
神
の
領
分
で
あ
り
、
母
は
違
法
行
為
す
ら
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
、
母
と
し
て
は
法
務
官
が
審
査

(
Z
O
E包
巴
。
)
を
行
な
っ

た
結
果
適
当
だ
と
判
明
し
た
者
を
請
求
し
た
と
い
う
こ
と
で
十
分

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
の
判
断
力
は
後
見
人
を
選
ぶ

の
に
も
十
分
で
な
く
、
審
査
が
行
な
わ
れ
る
。
母
が
そ
の
子
た
ち

の
た
め
に
遺
吾
首
に
よ
り
特
に
彼
ら
自
身
の
財
産
の
た
め
に
後
見
人

を
任
命
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
。

(邸

)

U
・2
・酔・
ω-U
遺
贈
の
条
件
を
撤
回
で
き
る
か
ど
う
か
、
相
続
財

産
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
候
補
自
由
人
(
田

g
gロ
宮
門
)
に
つ
い

て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
ユ

l
リ
ア
1
ヌ
ス
も
、
候
補
自
由
人
に

つ
い
て
、
条
件
の
削
除
は
解
放
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
、
と

書
い
て
い
る
。
パ

l
ピ
ニ
ア

1
ヌ
ス
も
、
『
質
疑
録
』
一
七
巻
で
、

資

一
般
に
条
件
は
撤
回
で
き
な
い
と
書
い
て
い
る
。
彼
の
い
う
と
こ

ろ
で
は
、
そ
の
理
由
は
、
条
件
は
与
え
ら
れ
る
(
仏
国
ユ
)
も
の
で
な

く
、
書
き
加
え
ら
れ
る
(
山
岳
Q
F
C
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
撤

回
で
き
る
の
は
、
書
き
加
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ

る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
よ
い
の
は
、

文
言
よ
り
も
意
味

(
8
5
5
)
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
条
件
は

書
き
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
撤
回
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
部
)

北法40(3・338)810

ロ-
H

・ω
・
寸
法
律
の
効
力
は
、
命
令
し
、
禁
止
し
、
許
可
し
、
罰
す

る
こ
と
で
あ
る
。

(
町
)
本
稿
(
二
注
幻
の
U
-
F
N
H

・H
-
H

に
つ
い
て
ア
ゾ

1
は、

ω
z
B自
白

百円い・
ω
・5
ロ
・
切
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
さ
ら
に
、
〔
特
命

審
判
人
(
仏
巴
om同
吉
田
)
も
ま
た
裁
判
権
を
も
つ
こ
と
に
対
し
て
は
〕

巴
-
H
N
H
・H
-
M

で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
『
裁
判
権
の
委
任
を
受
け
た
者

は
、
自
分
の
も
の
は
何
も
も
た
な
い
』
と
い
う
こ
と
も
、
妨
げ
と

な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
撤
回
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
失
う
可
能
性
が

あ
る
場
合
で
も
、
自
分
の
も
の
を
も
っ
と
い
う
の
は
不
適
当
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
論
拠
、
た
と
え
ば
、
ゎ
・
∞

-E・ω
-
N
〔N
由
〕
、
お
よ

び
、
。
・
印

-H-g。
あ
る
い
は
、
自
分
の
も
の
と
し
て
も
た
な
い
の
は
、

通
常
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
特
命
の
も
の
、
委
任
さ
れ
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た
も
の
は
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
節
〔
ロ
-
-
N
H

・

H
-
H
〕
で
も
裁
判
権
が
特
命
審
判
人
に
移
転
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
。

(
-
Z
B
ロ
。
ロ
。
σ凹
Z
F
G
Z
O【-
z
m
xロ
円
同
町
・
門
ぽ

丘町
E
。
巳

5
・

n
E
B田
口
弘
氏
・
巾
鬼
門
口
江
田
島
2
・
戸
旬
ユ
ヨ
印
刷
・

三
巴
ョ
。
・

0
E
B白
邑
田
仲
間
百
円
ロ
江
田
島
町
三
芯

5
5
2忠
告
戸
官
0
・

H肖
Z
B
ロ
-
E
E
σ
2・
U-n-Z吋
巾
昆
ヨ
ロ
。
ロ

Eσ
巾百円】『。匂門戸口
B

-BH】吋。官
F
g
a
z。
弘
司
。
匂
同
巾
吋
『
2
0
2己。ロ巾
g
n
x
o
白
B
E
R
'

巾
旬
。
仲
町
民
・
白
話
ロ

B-
三
宮
町
E
8
5
5ロロ』白内出向山}内川町白】・〈}伸一
B
白・

間・∞

aD口一回・町内・円山巾宮門出
n
-
F
Z
S
E
Z自
由
。
E
R
R
-
〈
巳
ロ
。
ロ

E
σ
R
H
M
g胃
E
B
即日
S
巳門
y
o
c
o
a
m
-円
。
邑
E
R
E
B一町白
σ
2

z
s
g
母
-
m
m
間同
ZHHY4巾
】
骨
自
由
ロ
仏
国
E
B
一円
H
E
E
2
z
g号
自

明
・
色
町
昨
日
古
江
田
色
付
片
山
O
ロ
叩
ロ
ニ

zsr『
ユ
白
色
色
包
括
白

Z
5・)」

こ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、
ア
ゾ

l
は
、
裁
判
を
委
任
し
た
者
も
、
裁

判
を
委
任
さ
れ
た
者
も
と
も
に
、
通
常
裁
判
権
と
特
命
裁
判
権
と

い
う
形
で
、
裁
判
権
を
も
っ
と
考
え
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ

を
命
令
権
(
百
克
己
ロ
B)
の
委
任
に
つ
い
て
類
推
し
て
、
命
令
権

が
移
転
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
委
任
に
よ
っ
て
移
転
し
た
の
で

あ
り
、
そ
し
て
、
委
任
者
も
な
お
命
令
権
を
も
っ
と
い
う
解
釈
を

導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
立
法
権
の
帰
属
の
問

題
で
あ
り
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
主
権
」
の
帰
属
の

問
題
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
、
ロ
ー
マ
法
は
君
主
(
皇
帝
・
国
王
・

教
皇
な
ど
)
の
絶
対
主
義
の
武
器
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ゲ
ル

マ
ン
法
な
い
し
固
有
法
が
君
主
の
権
力
に
対
し
制
限
的
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
伝
統
的
な
見
方
に
対
し
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
、

河
・
巧

-n〉
河
戸
ペ
円
、
開
伶
〉
・
]
わ
〉
問
円
ペ
FHW・
〉
呂
田
件
。
ミ

0
同

ロ
向
巾
島
町
内
司
白
}
旬
。
~
庄
内
丘
、
吋
町
内
。
「
可

E
S巾
詞
よ

a・
4
0
戸
口
(
開
門
出
口
・

σロ吋
m
y
h
r
F
Oロ円山
O
P
E
C
3・匂

-gla
は
、
注
釈
学
派
の
諸
テ
ク

ス
ト
を
検
討
し
た
う
え
で
(
℃
・

8
以
下
で
ア
ゾ

l
も
)
、
「
筆
者
が

い
た
っ
た
結
論
は
、
復
活
し
た
ロ

1
マ
法
学
を
政
治
的
自
由
の
進

展
に
対
し
好
意
的
で
な
か
っ
た
と
総
括
す
る
こ
と
に
は
、
た
し
か

に
そ
こ
に
な
に
が
し
か
の
真
理
が
あ
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
相

当
の
限
定
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
L

と
述
べ
て
い
る
な
・

吋印)。∞・、
H
，H何
回
州

Z
開J
円
¥
・
吋
『
巾
句
ユ
ロ
円
巾
山
由
ロ
C
同切。ロロ円四

σ山、門町内

円、担当印・
3

〉円門戸』門田

-5
白ロ

a
S巾
O
『
向
性
ロ
印
。
同
同
町
叩
冨
O
【同巾『ロ

ω
S
F
n
c
S匝

URNSRNU同
句
HRR凡
な
的
凡
誌
を
円
札
h

守
色
誌
、
同
含
円
。
。
、
て

へM3F町
民
お
語
、

z
g」
-H】・
ω吋∞
1
8
0
(冨巾
F
E
R
n
y
H
L
d〈
釦
ロ
己

(UOロ印昨日
P
E
oロ
丘
、
H，
g
c
m
Z
E
同
町
巾
冨
広
色
町
〉
mgw
ド

oロ門田
Oロ

冨
吋
少
口
同
)
は
、
ア
ッ
ク
ル
ス
ィ
ウ
ス
の
注
釈
を
検
討
し
て
伝
統
的
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料資

な
見
方
を
否
定
し
て
い
る
。
]
者

-EW岡
山
岡
山
田
戸
〉

8
・

F
同
君
白
ロ
門
凶

ω。
〈
巾
門
町
句
戸
別
己
吋
。
℃
開
白
ロ

ω丹
2
2・
M
E
R
R
同一S

C司、むな
.RNShN

N
て
-
M
U
S
H
~
w
z
e
h
a
(河
O
B白
巾
冨
(υ
冨円、一対凶
-
0
・℃・

2
1
H
C
H

は
、
ア
ゾ

l
の

E
江
田
色
付
円
安
】
論

(ω
ロ
B
E
E
-ロ
わ

ω・5
)
の
分
析

を
通
し
て
、
元
首
以
外
の
政
務
官
が
、
元
首
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
自
巾

2
5
-
B匂
R
E
B
を
所
持
し
う
る
、
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ミ
ロ
ヨ

日
目
宮
ユ
ロ
ヨ
が
元
首
の
独
占
物
で
は
な
い
と
い
う
の
が
ア
ゾ

1
の

考
え
方
だ
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た
。

主
権
論
に
関
連
し
て
は
、
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

ω
z
B
B曲
目
ロ
ロ

-H-E
で
、
。
・

H-u・2
の
「
元
首
は
法
律
に
拘
束
さ

れ
な
い

(
P
E
R宮
g
m
e
g
g
-
c
z
f協
同
)
」
が
ま
っ
た
く
言
及

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

Twnzz

mZ℃
巾
円
わ
。
門
出
円
巾
HHM((UO『
匂
ロ
凹
の

]O印印何回件。吋ロヨ』ロ『目印【
U
Z口
広
口
戸

〉ロ
m
g昨
日
、
H

，
E
江
口
。
吋
ロ
ヨ
富
。
冨
円
一
白
を
使
用
)
に
は
、
「
元
首

は
法
律
に
縛
ら
れ
な
い
、
多
く
の
法
文
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

(同

B
匂巾吋白
Z
門
口

Oロ
巾
田
仲
間
ロ
日
何
回
吉
田

-mm-σ5・田町内リロ同門出
2
E

S
巳

S
Z叩
mg)
」
と
あ
る
(
{
ロ
(
U
e
r
z
h
)
。
し
か
し
、
プ
ラ
ケ
ン

テ
ィ

1
ヌ
ス
の
よ
う
に
、
「
法
律
は
臣
民
た
ち
に
は
必
然
に
よ
り
、

元
首
た
ち
に
は
任
意
に
よ
り
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(
-
晶

2

。
σ田
町
コ
同
国
ユ
色
町
σ巾
円
巾
曲
師
ロ

σ-on江
田
市
凶
ロ
巾
円
四
回
印
{
同
町
民
巾
・
国
間
)
『
一
口
・

岡山

O
B白ロ

n-立
σzm
叩
凶
〈
。

-zE白
丹
市
)
」
(
宮
白

n
g吾回一

ωロ
ヨ
ヨ
白

En-H-E-

ωロ
ヨ
自
由
円
。
門
回
目

n
F
冨

omcロ
丘
町
凶
巾
宮
口

MM内
}
円
〈
戸
吋

O江口
O
呂田
N

・

匂
・
口
)
と
、
元
首
と
臣
民
の
法
律
遵
守
義
務
を
区
別
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い

o
i
l
-こ
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
。
・
4
司J
円
u
c
n開
閉
F
W

P
2
2宮

F
m
m
g
g
ω

。z
g
a
a
-
-ロ
冨
芯
)
七

-
S
a
m
-
参

照
。
ま
た
、
司
『
宮
内
巾
宮
-
巾
向
田
σロ
凹
由
。
】
ロ
吉
田
に
つ
い
て
こ
れ
を
限
定

す
る
解
釈
を
特
に
行
な
っ
て
い
な
い
。
、
口
開
閉
N
Z閃
戸

o
u
-
n
p
u
-

ω唱
。
は
、
「
ロ
・
品
∞
・
品
〔
注
日
参
照
〕
お
よ
び
ロ
・
品
・
∞
・
巴
〔
自
己
の
事
柄

に
つ
い
て
誰
か
が
仲
裁
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
者
は

仲
裁
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仲
裁
判
断
を

下
せ
ば
、
自
己
が
行
な
う
こ
と
を
命
じ
、
あ
る
い
は
、
請
求
す
る

こ
と
を
禁
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
何
人
も
自
己
に
命
じ

た
り
禁
じ
た
り
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
〕
の
参
照
は
、

n
h
・8
・ω
の

注
釈
〔
元
首
が
遺
言
等
の
方
式
を
免
れ
る
の
は
、
方
式
を
欠
く
場

合
に
そ
れ
を
無
効
に
で
き
る
も
の
が
い
な
い
た
め
だ
〕
を
も
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
ア
ッ
ク
ル
ス
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
皇
帝
が
『
法
律
に

拘
束
さ
れ
な
い
』
と
は
皇
帝
が
法
律
に
違
反
し
た
場
合
彼
を
裁
く

法
的
機
関
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
ア
ゾ

l
は
、
後
継
の
元
首
を
拘
束
で
き
な
い
と
い
う

意
味
で
、

0
・
↑
∞
・
品
を
引
用
し
、
「
同
輩
に
対
し
て
は
支
配
権
を
も
た

北法40(3・340)812
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ず
(
宮
『
百
円
}
白

5
5
ロ
O
ロ

Eσ
巾片山

B
H
U
R
E
Bご

P
R
E
S
-ロ

。・

H-E
品
)
と
い
う
が
、
皇
帝
に
対
す
る
裁
き
手
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
問
題
に
し
て
い
な
い
。
ア
ゾ

1
の
委
任
の
類
推
か
ら
す
れ

ば
、
皇
帝
に
対
し
国
民
が
上
位
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
彼
自
身
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
一
度
委
ね
た
支
配
権
を

国
民
が
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

い
わ
ば
「
国
民
の
抵
抗
権
」
が
法
的
に
ど
う
捉
え
ら
れ
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
ア
ゾ

l
は
明
確
な
こ
と
を
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
な

お
、
ア
ッ
ク
ル
ス
イ
ウ
ス
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な

い
。
、
H
A
M
W
一m
Z悶
戸
O
円】・門戸円七・
ω申印ロ・
ω吋
参
照
。

第
二
に
、
皇
帝
の
立
法
手
続
き
に
つ
い
て
、
ア
ゾ

l
は
、
宮
廷

内
の
長
た
ち
の
協
力
と
元
老
院
と
の
共
同
を
要
件
と
し
て
い
る
。

元
老
院
に
つ
い
て
、
ア
ゾ
!
は
、
「
国
民
が
際
限
な
く
増
え
て
、
法

律
の
制
定
に
同
意
す
る
の
が
困
難
に
な
り
だ
し
た
の
で
、
国
民
は

一
O
O人
の
元
老
を
選
出
し
て
、
彼
ら
が
国
民
に
代
わ
っ
て
諮
問

を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
定
め
る
こ
と
は
す
べ

て
法
律
と
な
る
と
し
た

Z
巳
白
血
ロ

n
Z
3℃己
z
z
-
5
5巾
S
E
E
-

岳民一円

-
z
g岳
山
同
巾
師
団
巾

g
ロ
5
E
Z
包

ぽ

官

g
g
E巾ロ

E
ヨ・

5
8
巾
]
巾
向
洋
吉
宮
】

5
2
2
z
B
8
E同
2
2・
i
-
u包
三
日

間】。同】ロロ

noロ
E
Z
Zロ
仲
買

-
h
w
D
E
n
a
z
E
印
g
E巾『巾ロ
?
-
m
H

B
R
F
)
」

(ωcBB曲
一
口
わ

H・5
・ロ

-H)
、
「
元
老
院
は
元
首
に
対
比

さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
国
民
の
代
わ
り
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
し
て
、
皇
帝
出
現
前
に
は
国
民
に
よ
り
、
皇
帝
出

現
後
に
は
元
首
に
よ
り
元
老
院
が
設
定
さ
れ
た
(
百
円
S
n丘
三

田巾

E
吉
田
匂
ユ
ロ

n目
立
・
三
宮

F
2
B
E
Z巳
R
1
2
吉

宮

-rhr

出ロ

R
H
S宮
『
白
骨

2
3
M
℃
巾
吋
句
。
匂
ロ

Z
F
除
吉
田
二
日
間
出

E
Z
B
E

E-円
宮
門
官
一
口
円
一
宮

g
g
B
Z
Z
E回出巾ロ白
Em)
」(]。

n-nxb-N)
、

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
ゎ

R
q
z・。也
-npu-S
参
照
。
元
老
院

議
員
一

O
O人
と
い
う
数
は
、
王
政
の
最
初
期
の
数
と
考
え
ら
れ

る
が
(
船
田
享
二
『
ロ

l
マ
法
第
一
巻
』
(
岩
波
書
底
・
改
版
一
九

六
八
年
)
七
七
頁
)
、
ア
ゾ
ー
が
な
ぜ
こ
の
数
を
も
ち
だ
し
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。
ル
イ
一
二
世
治
下
で
完
成
し
た
パ
リ
・
パ
ル
ル
マ

ン
の
定
員
も
同
じ
く
一

O
O人
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く

の
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
法
学
の
影
響
と
い
う
問
題
か
ら
も

考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
一
六
世
紀
初
頭
の
パ
ル
ル

マ
ン
に
つ
い
て
、

m・0
0
c
n開
H

J

F
巾白山口凹片山

Z
巴
O
ロ
白
色
巾

E

F
・
白
ロ
ロ
巾
出
口
凶
〈
円
回
目
巾
己
巾
¥
円
。
ョ
ド

(
P
5
P
H
z
e
-
H
U・5
叶
己
的
・

参
照
。

(
槌
)
一
三
節
官
頭
の
わ
。

5
5
E門出口一∞

E
R
E
-ロ
芯
召

s
g
z。

--n2mg巾
『
丘
町
印

F
h
w
ロ巾円巾

E
R
E
-
ロO
ロ
g
g
g
ロ巾円巾印印国円一同
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料

の
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い

o
T
w
n
E
E
E
わ

H-E-H
に

は
、
「
さ
ら
に
、
両
章
〔
H
-
A
F

・5
お
よ
び

E
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
〔
補
注
参
照
〕
こ
と
は
、
正
し
く
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
審
判
人
に
も
、
慣
習
に
も
、
さ
ら
に
は
、
教
師
に
も

解
釈
を
行
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

0
・H
・ω-

H
N

〔
注
目
制
参
照
〕
お
よ
び

u--ω
・
ω吋
〔
注
目
U

参
照
〕
に
あ
る
よ
う
に
。

こ
の
解
釈
は
、
一
般
的
で
あ
り
、
文
書
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
必

要
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
審
判
人
の
解
釈
は
、
文
書
に
記
録
さ
れ

る
と
し
て
も
、
一
般
的
で
は
な
い
。
当
事
者
間
で
行
な
わ
れ
た
こ

と
は
、
第
三
者
に
影
響
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
慣
習
の

解
釈
は
一
般
的
で
は
あ
っ
て
も
、
文
書
に
記
録
さ
れ
ず
、
教
師
の

解
釈
は
必
要
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
記
憶
を
保
持
す
る
た

め
に
文
書
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
元
首
の
解
釈
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
本
法

文
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
(
〈

E
2
R
R
E
B
O
Z
O仏印巾
2
ロ・

色

z
g
i
g
g宮
巾
宮
印
E
8
8
H
ロ
Oロ
岳

5
2
B
A
5仏

E
n

門
同
宣
言

T
O
E
-白血
W
E
e
n
-
h
w
n
oロ
E
巾
吉
島

E
h
r
巳
一
曲
目
自
由

m
u・

可
o
-
R
2
P
2
5
Z
Z弓
Z
S巴
。
ロ
巾
包
〈
同
町
戸
市
。
仏
・
ロ
。
ロ
吉
田
・

2
E
-
h
F
F
m
-
a
Zロ
丹
市
門
司
自

E
F
)ロ
巾
・
門
官
同
巾
巾

2
m
g負担}山田
h
w
E

R
吋目立目的

hF
ロ巾円巾

E
R
U
-
-ロ円四日門戸田恒三
m
g
山
口
信
号
吋
巾
件
白
色
。

z
n
a

資

-ロ印円円』同】件目印吋巾門出関白門口叫噂ロ
O
ロ
同
町
凶
ロ
ズ
山
口
何
回
同
開
巾
ロ
巾
門
担
巴
回
一

oz-白円巾印

一
三
巾
『
由
民

S
R
S
同
-
E
田口

O口問】
Em-E-n白
け
円
丹
市

B
-
w
o昨日ロ芯吋・

匂『巾丹白色

O
B
E
S
E
a
E回
目
芹

m
m
R
E
-
-団
司
ロ
。
ロ
仲
間

B
S

『色一

m
u
R
Z
Rユ
志
向
少
ヨ
同
区
民
ユ
〈
巾
吋

O
ロ
Oロ
巾
え

5
2
8
R
U
一

司
ロ
己
巾
出
円
巾
件
。
口
同
ロ

aoρ
口
市
町
ロ
∞
ロ
ユ
匂
巴
印
可
巾
門
出
向
同
一
江
』
叶
白
色

noロ印巾吋・

5
ロ
E
B
B
m
5
2
E
g
w
ロ
Oロ
-ODE-CH円
宮
山
口
門
同
冊
目

-
F
2
5
2

ロ。ロ

noロ
可
白
色
j

山
門
戸
)
」
と
あ
る
。
教
師
の
解
釈
は
必
要
的
で
な
く
、

し
た
が
っ
て
記
録
す
る
を
要
し
な
い
と
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
と
同
じ
く

ωロ
g
g白
の
一
一
一
一
節
も
、
慣
習
の
解
釈
は
必
要
的
で

な
く
、
し
た
が
っ
て
記
録
す
る
を
要
し
な
い
と
読
ん
で
も
よ
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
ロ
円
え
ロ
巾
円
巾

E
R
S
-
ロ。ロ

g
g
g

ロ巾

2
8
R
U
は
、
「
必
要
的
で
あ
る
と
も
い
え
る
と
し
て
も
、
し
か

し
必
要
的
で
は
な
い
」
と
解
釈
で
き
よ
う
か
。
ア
ッ
ク
ル
ス
ィ
ウ

ス
は
、
「
慣
習
の
解
釈
は
、
是
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
的
で

あ
る
が
、
文
書
に
記
録
す
る
を
要
し
な
い
。
。
・
H

・ω・ω品
〔
こ
の
慣
習

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
法
は
大
き
な
効
力
を
も
っ
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
を
文
書
に
す
る
を
要
し
な
い
ほ
ど
に
明
証
的
で
あ
る
の

だ
か
ら
〕
に
あ
る
よ
う
に
。
教
師
の
解
釈
は
、
是
認
で
き
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
必
要
的
で
は
な
く
、
ま
た
文
書
に
記
録
す
る
を
要

し
な
い
、
記
憶
の
た
め
を
除
い
て
。
さ
ら
に
、
審
判
人
の
解
釈
は
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文
書
に
記
録
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
文
書
な
し
に
は
判
決
は
効
力
を

も
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
円
U

・吋

-t-N
に
あ
る
よ
う
に
。
こ
れ
に
対

し
て
、
元
首
の
解
釈
は
、
必
要
的
で
あ
り
、
文
書
に
記
録
す
る
を

要
し
、
か
っ
一
般
的
で
あ
る
。
わ
戸

E-H
お
よ
び
N

に
あ
る
よ
う
に

(-ER胃
巳
包

2
8ロ田口巾
z
e
E
E叩印ご】『
O
ぴ同
σ呂
田
除
ロ
巾

n
g∞
R
・

E
・ロ
O
ロ
宮
田
口
ユ
宮
町
田

g
e
m
g円
宮
口
〈
丹
田
口
匂

E

g己
---50・

5
回
開
庄
司
-

4
巾
g
H
v
g
σ
田玄
-
2・
ロ
O
ロ

5
8
Z
R
F
E
n
s

R
ユ円
M
H
2
2
a
m巾ロ門
U
・
口
一
回
目
白
色
ヨ
巾
5
0ユ
白
日
一
宮
島
門
戸
田
出
口

g
g

-口同巾円
-
V

同
・
四
件
同
件
目
。
巾
凹
門
-
ロ
凹
円
『
即
匂
江
田
門
町
内
同
日
拘
巾
ロ
門
目
白
一
心
ロ
』
曲
目
日
ロ
巾

閉門司-匂己目印巾口同
m
河
口
広
白
口
。
ロ
〈
釦
-
巾
同
一
〈
同
わ
・
内
凶
巾
凹
巾
ロ
一
行
・
品
》
内

σ「巾己目・『巾・

-
-
t
・

ω邑
℃
ユ
ロ
円
一
立
回
目
ロ
ぽ
召

z
g
z
o
巾
由
同
ロ
巾
円
冊
目
白
血
門
戸
色
町
山
口

田
円
ユ
宮
町
『
巾
品
目
mmw同丘町田
w
h
w
m
g巾
E
ロ凹・

i
n・
2
仏・一

--hrc・)」

と
述
べ
て
い
る
(
色

o
g白
白
色
虫
色
巾

Z
Z召
足
冨
巴
O
ロ巾

[U-H
・ω・

勾
]
)
。
と
こ
ろ
で
、
官
。
ぴ
曲
目
】
己
目
的
「
是
認
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
と

5
2
g句
広
「
必
要
的
で
あ
る
」
と
の
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
納
得

で
き
る
も
の
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
い
う
の
は
、
結
局
は

解
釈
の
内
容
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
必
ず
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
内
容
以
外
の
別
の
根
拠
に

基
づ
く
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

℃
gσ
白
σ巴
聞
と

5
2
8
R
U
と
は
突
き
詰
め
て
考
え
れ
ば
、
矛
盾

す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
問
題
が
、
ア
ゾ

l
の

--naロ
巾
円
巾
凶
器
吋
'

F
ロO
ロ
S
B
B
ロ巾

n
m
g
R
E
と
い
う
言
い
方
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
読
め
れ
ば
、
本
稿
の
官

頭
に
見
た
、
慣
習
と
真
理
の
問
題
が
ア
ゾ

l
や
ア
ツ
ク
ル
ス
ィ
ウ

ス
に
も
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
思
い
込

み
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
こ
で
も
う
一
点
注
意
を
要
す
る
の
は
、

gロ
2
2
c含

の
用
語
法
で
あ
る
。
前
稿
「
〉
N
。巳田

ωロ
5
5
1口。・∞・印
M
」
本
誌

三
八
巻
一
一
一
二
五
頁
以
下
で
は
、

8
5
5
Z号
を
寸
慣
習
法
L

と

訳
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
立
法
手
続
き
を
経
て
制
定
さ
れ
る

Z
M
法

律
に
対
比
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
。

-H-E

で
円
門
呂
田
口
2
c
a。
に
対
比
さ
れ
る
の
は
、
-
巾
同
で
は
な
く
、

Z
M
の

立
法
者
た
る
宵
宮
門
呂
田
元
首
で
あ
る
。
ア
ゾ

l
の
考
え
で
は
、
立

法
権
を
も
っ
者
が
同
時
に
解
釈
権
も
も
っ
。
慣
習
法
の
立
法
者
は
、

前
稿
で
見
た
よ
う
に
吉
宮

-5国
民
と
考
え
ら
れ
る
の
で
(
一
三

二
五
頁
)
、
元
首
に
対
比
さ
る
べ
き
は
国
民
と
い
う
こ
と
に
な
る
は

ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
国
民
の
意
思
そ
れ
自
体
は
認
識
で
き
ず
、

慣
習
を
通
し
て
認
識
さ
れ
る
。
慣
習
の
解
釈
と
は
、
し
た
が
っ
て
、

慣
習
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ

こ
で
の

2
5
5
Z号
を
い
わ
ば
「
事
実
た
る
慣
習
」
と
取
れ
ば
、

北法40(3・343)815
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そ
れ
が
「
必
要
的
で
な
い
」
、
つ
ま
り
解
釈
者
を
拘
束
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
の
も
納
得
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
ア
ゾ

1
は
、
判

決
の
繰
り
返
し
そ
の
こ
と
だ
け
か
ら
慣
習
法
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
た
が
(
前
稿
一
一
二
二
五
頁
)
、
繰
り
返
し
行
な
わ
れ

る
行
為
、
い
わ
ゆ
る
「
事
実
た
る
慣
習
」
に
そ
の
ま
ま
法
的
効
力

を
認
め
な
い
と
い
う
点
は
、
慣
習
の
解
釈
が
必
要
的
で
な
い
と
い

う
こ
と
と
共
通
の
も
の
を
も
っ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
的
)
巧

-
C
F
F一言〉
Z
Z
-
∞R
Z
E∞
g
n
g
z
s
R
M『
門
担
タ
コ
世
間

hRwts.2N
河
内
町
た
さ

h
N
N
(同町
6.ま
史
認
糸
、
邑
品
。
)
唱
同
M-N由
叶
巾
門
的
・

(Emg-
古
江
田
匂
『
E
g
n巾
山
口
同
町
巾
冨
庄
内
出
巾
〉
肉
巾
凹
・

F
o
E。ロ

E
g
-
M
)
は
、
「
書
か
れ
ざ
る
法
」
と
い
う
ア
ゾ

l
の
慣
習
法
の

定
義
が
後
の
法
学
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
「
こ
の
法
〔
未
成
熟
者
の
た
め

に
だ
れ
か
あ
る
者
が
遺
言
を
作
成
で
き
る
〕
は
、
文
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
慣
習
的
な
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
文
書
が
こ
の
法
を
導
入
す
る
の
で
な
く
、
ま
ず
あ
っ

た
法
を
そ
の
証
明
の
た
め
に
文
書
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。

j
e
-
-
同

じ
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、
封
の
慣
行
に
つ
い
て
も
い
う
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
て
も
慣
習
法
と
呼
ば
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
(
骨

σ
q
a
a巳
宮
田

g
ロ
由
巳
巾
吉
住

D
R
E
E
-

資

-wa凹
一
昨
日
ロ
印
円
ユ
ヌ

2
2
a
R
E
B
一
円
言
。
ロ

S
5
2
ュU
E
E
ロ
O口

百件『。仏
znx
一目

a
A
C
O円山℃ユ
5

2曲
三
口
凹
円
ユ
匂

Z
E
B
仏
a
z
n
x唱

え
目
指
吋
角
川
白
ヨ
℃

g
Z
E
T
-
-
E巾
自
門
-
-
B
E
g
-ロ
2
5
5
P
E
2・

5
M
い
宮
山
由
白
色
町
5
8
5
5
E門出口
2
8
H
V巾
-Z2RW--nm同
位
三
一
ロ

印円ユ

HV片
山
田
百
円
山
白

n
g巾・
)

L

(

(

U

。
5
5巾ロ門
R
E
E
Uユ
自
由
同
HM
宮内。『白

色白色

U
R
Z
5・
TMm門
吉
巳
冨
ロ
阿
久
〈
・
白
色
。
・
留
め
-
M

ロ
-H)
と
述
べ

て
い
る

(
C
F
F冨
〉
戸
。
匂

-n-FU-NS、
た
だ
し
、
そ
こ
で
引
用

さ
れ
て
い
る
文
一
一
言
は
、
一
五
二
三
年
の
リ
ヨ
ン
版
に
依
る
も
の
で
、

こ
こ
で
の
引
用
と
若
干
異
な
る
)
。
ま
た
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

1
ヌ
ス

も
、
「
『
慣
習
法
が
文
書
に
よ
り
確
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
と
も
道
理
に
よ
り
そ
う
か
に
は
違
い
が
な
い
』
と
い
わ
れ
る

場
合
、
慣
習
法
が
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、

使
用
者
の
習
い
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
、
と
い

う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文
書
に
記
録
さ
れ
た
も
の
は
、
法
規

定

(
8
5号
ロ
岳
)
)
あ
る
い
は
法
(
宮
印
)
と
呼
ば
れ
る
。
他
方
、

文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
一
般
的
な
名
称
で
、
す
な

わ
ち
慣
習
法
と
呼
ば
れ
る
」
(
巴
2
・
u。
2
0・H
n・
印
)
と
い
っ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ア
ゾ

l
の
慣
習
(
法
)
論

が
、
狭
い
も
の
と
い
う
印
象
を
も
っ
。
し
か
し
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l

ヌ
ス
に
は
、
「
だ
れ
が
」
慣
習
(
法
)
を
記
録
す
る
の
か
と
い
う
問
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題
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
、
記
録
す
べ

き
と
い
う
当
為
も
な
い
。
た
だ
、
慣
習
(
法
)
起
源
の
成
文
法
規

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
(
な
お
、
仰

の

krcz開
戸

ω
Z門出巾ロ

NE司

E
巾巾ロ
m
g
n
v
w
y
Z
己
旬
。
2
2
N
a

mmσ
ロロ肉

(
C匂匂回目
E
・
5
8
)
・匂
-
N
H
P
N泊
目
立
印
・
は
反
対
の
解
釈

を
取
る
。
)
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ゾ
l
は
、
さ
し
あ
た
り
慣
習
に
よ

る
解
釈
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
記
憶
の
た
め
の
記
録
を
、
少
な

く
と
も
法
学
者
に
勧
奨
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ツ
ク
ル

ス
ィ
ウ
ス
が
、
。
・
H

・ω・8
を
引
い
て
簡
単
に
慣
習
に
よ
る
解
釈
は

記
録
を
要
し
な
い
と
い
っ
て
い
る
(
前
注
参
照
)
の
と
比
較
す
る

と
、
ア
ゾ

l
の
力
点
の
置
き
方
は
明
瞭
で
あ
る
。
ア
ゾ
!
の
活
動

期
と
ほ
ぼ
重
な
る
、
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
前
半
は
、
「
既
存

の
法
を
叙
述
す
る
意
図
を
も
っ
た
私
人
の
作
品
」
た
る
い
わ
ゆ
る

「
法
書
(
河

R
宮
島
宮
町
)
」
の
時
代
で
あ
る
。
開
ハ
・
開
閉
山
O
肘

ω(リ
回
目
、
円
、
.

0
巾ロ
g
n
y巾
河
巾
n
y
g
m巾田口
E
n
y
g
H
(出
血
ヨ
σロ吋
m
-
E吋
N)-u-N品
N

m
Z・
参
照
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ア
ゾ

1
の
現
実
性
は
容
易

に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
後
の
法
学
者
た
ち
が
ア
ゾ
ー

を
批
判
で
き
た
理
由
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
ア
ゾ

l
は
、
法
学
者
が
慣
習
を
記
録
す
る
と
し
て
、

具
体
的
に
は
一
体
何
を
記
録
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(υ

∞
-S
で
、
慣
習
法
の
認
識
手
段
と
し
て
判
決
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
(
前
稿
一
三
三
六
頁
注
お
参
照
)
、
記
録
さ
る
べ
き

は
ま
ず
判
決
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
プ
ラ
ク
ト

ン
が
、
「
正
し
き
者
た
ち
(
一

g
z
z
g
)
の
行
な
い
、
助
言
や
解
答

を
:
:
:
丹
念
に
吟
味
し
て
、
そ
こ
で
記
す
(
ロ
c
g
)
に
値
す
る
と

わ
た
し
が
思
っ
た
も
の
は
何
で
も
:
:
:
収
録
し
、
文
書
に
よ
っ
て

永
遠
の
記
憶
の
た
め
に
捧
げ
ん
と
し
た
」

(ω
・
寸
出
。
河
Z
円

切
河
〉
わ
斗
O
Z
一
。
ロ
同
げ
巾
門
担
当
回
出
口
己
ロ
ロ
聞
き
自
由
。
同
開
口
m
gロ門戸

〈
O
H
・M
-

わ
同
日
耳
目
色
m
m
E
S
λ
c
-
-
N
O
)
と
い
う
の
も
、
こ
の
同
じ

趣
旨
と
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
田
中
英
夫
『
英
米
法
総
論
上
』
(
東

京
大
学
出
版
会
・
一
九
八

O
年
)
六
九
頁
(
特
に
注
叩
)
参
照
。

ま
た
、
バ
ル
ト
ル
ス
が
、
慣
習
法
認
識
に
お
い
て
判
決
を
重
視
し
、

博
士
た
ち

2
2
Z
Z由
)
の
記
録
に
注
目
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

d
F
F
冨
〉
Z
戸
。
℃
・
門
戸
℃

-N呂
町
片
的
・

8
R
E
-
-
R『
N
3
参
照
。
と

は
い
え
、
判
決
の
記
録
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
前
注
で
見
た
ア
ツ

ク
ル
ス
ィ
ウ
ス
の
主
張
す
る
判
決
の
記
録
と
は
、
意
味
を
異
に
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
依
拠
す
る
わ
N
t
N
は
二
度
下
し
た
判

決
が
事
後
に
改
賞
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
文
書
化
す
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
二
二
五
年
の
第
四

ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
三
八
議
決

(
M
M・
E-
ロ
)
も
、
こ
の
意
図
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料

か
ら
、
判
決
記
録
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
方
面
か
ら
も
判
決
記

録
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
卯
)
元
首
の
解
釈
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
審
判
人
が
類
推
に

よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た

解
釈
を
行
な
う
判
決
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
寸
法
律
の
外
で
」
慣
習

法
が
成
立
す
る
可
能
性
は
、
少
な
く
と
も
論
理
的
に
は
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
裁
判
官
の
法
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
ゾ
ー
が

審
判
人
に
類
推
に
よ
る
解
釈
を
広
く
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
重
大

な
意
味
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
も
、
今

後
追
求
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

(
補
注
)
わ

-
H
-
E
-
H
が
筆
者
の
不
注
意
の
た
め
訳
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
以
下
に
補
充
す
る
。
な
お
、
本
誌
三
九
巻
五
・
六
号
一
九
二

四
頁
で
指
示
し
た
注
目
も
、
本
補
注
へ
の
指
示
に
訂
正
す
る
。

P
H
-
E
-
H
衡
平
と
法
と
の
聞
に
介
在
す
る
解
釈
を
洞
察
す

る
こ
と
は
、
映
の
み
が
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
朕
の
み
に

許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

資

〔
付
記
〕
本
稿
脱
稿
後
に
ミ
ュ
ン
ス
タ

l
大
学
教
授
ハ

l
ゲ
ン
・
ケ
ラ

i

氏
の
講
演
原
稿

E
U
万
四
回
寄
付
E
E
m
C巾円

2
円
。
℃
同
町

n
y
g
ω
円
訂
正
ゲ

山口

B
-
3色白]門巾『ロ
n
F
巾
ロ
ロ
σ巾
ユ
ぽ
P
2
5
m
-

目内ロロロ吋

ω℃町内
wm巾

-

円
同
巾
叶

∞巾
0σ
同門町門ロロ
m巾
ロ
ロ
ロ
仏
巴
σω
ユ巾
mロ
ロ
ぬ
巾
ロ
・
=
に
接
し
た
。
あ
わ
せ
て
参
照

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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